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地理総合 I

F口弓1(1)

(2)

込む。地点 Rではいつもと同じように,昼の時間は夜の時間とほぼ同じである。

白夜の状態となる。地点 Qでは昼の長さが1年のうちで一番長くなり,南中時刻には太陽が真上から差し

地点 Pで は真夜中にあたる時間でも水平線付近に太陽がみえ、ほぼ 1日 じゅう昼のように明るく,夜は

(3)

問 2 7 月 20

間 3(1)

① 角度 ② 面積 ③ 南北方向の距離

(2)

めて投影し,東西のひずみも抑えて陸地部分をバランスよく描 く工夫がなされている。

ずみを抑えている。さらに図4dでは,陸地で断裂させないように基準となる経線を複数定

ずみが小さい正積図法のモルワイデ図法を組み合わせることで,高緯度側も低緯度側もひ

グード図法は,低緯度部分のひずみが小さい正積図法のサンソン図法と高緯度部分のひ

日

(3)
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面積に関係がない指標なので最適であるとはいえない。

面積が正しい地図に描 くと, ドットのまとまりや密度が推定できる。

陸地に関する内容で,面積的なまとまりが推定しやすくなる。

海洋が断裂され,世界の海流のつながりが把握できない。

間4 採点基準

・具体的内容がわかるように記述されているか。

・地理1青報システムで表示される地図の内容にも言及されているか。

・「位置」が表示されることによる効果や利益に言及できているか。

① ア ② ア ③ エ

球体である地球は,太陽からの照射を受けるとき,低緯度に比較 して高緯度ほど広い面

低緯度ほど気温が高 く,高緯度ほど気温が低 くなる。

積で受け止めることになり,単位面積あたりの照射量が高緯度では小さくなる。このため,
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問 1

A 家畜の飼料  B バイオエタノール

C 特定の国によつて トウモロコシや大豆の生産が独占

D これらの作物の価格が上昇    E 安価  F 食料自給率

問 2

オース トラノアからの小麦の輸入が多い日本では,小麦を原料 とするパンや うどんの価格

が上昇 したと考えられる。

問 3

欧米諸国に対 して日本では,30～40代にかけて働く女性の割合が低下している。これは子

育て支援や父親の出産・育児休暇制度の整備などが進んでいないため,女性が育児に専念せ

ざるを得ないためである。これにより,仕事を続けたい女性は出産をためらい,少子化が加

速することにもつながる。

間 4

【インナーシティ問題・スラムの特徴とそれぞれの発生の背景 ,

先進国のインナーシティは,都心部の環境悪化やモータジゼーションに伴う人日の郊外化

により,中心部には低所得者層が住み,失業や犯罪などが生じている。発展途上国のスラム

は,農村部で増加した人口が貧困により都市部へ流入するが,産業が不十分のため定職につ

ける人は僅かで所得が少なく,上下水道などのインフラが未整備で不衛生なスラムに居住

する。

【インナーシティ問題とスラムの発生の背景として最も異なる,点 I

先進国のインナーシティ問題は,人口の郊外化によってもたらされ,発展途上国のスラムは,

人口流入の多さに対して産業の発達やインフラ整備が追いつかないために生じる。

問 5

G 食料不足,H 土地の劣化, I 森林破壊, 」 地球温暖化

K 化石燃料の使用増加, L フロンガスのり信出増加
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闇 1  1 沖績 2 治水 常 アスファル ト 4 内水 δ 読整池 (調節池 )
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爛 4

おい こ

聞 2  相LI実線の主曲線が lCttAl間 隔で描かれているたん,2万 5000分 の こと判断できる.

濁 3  よ無チ手|と 天丼チ11っ

水燕 r'イ ■)根捉は,小倉谷を!tれ る河 ,iイ が通常地表水√)な い鼓凛で表証さ:'と てⅢる予天丼す||の 根拠は河川√,

下を道路や裸路が走つている.津塁川 と合liこ せず,津こ■を越えて流れていることうiら ,河床が周囲より

)ヽ高 い。

南 /よ 含ヽ 。一色げ)集落 iま覇状地の扇す≒tこ あたり,水の得やすⅢ湯よ帯 と推沌される.扇状地周辺に

水利た恵 まれていることから, こう地域の開発や集蒸,立地 ::ミ早く行われたと考えられる̀
十

閣 5  津塁,iIの左岸 f則 に !ま・ 堤防ヴ)記号が連続
―
う
~る

ことから,々 尾,渡こ集 lξ t二 お (す る水事を防 ぐため

めハー ド苛崇が取 られている。右岸側 fま扇漱地の扇端であり,堤沸の言こ号が見られない無堤都 となつてい

る。 しか しゎ 集落 との間の荒地 。熱 。水鶴地帯を洪水時に冠水する差水空聞 とと́て義能 させていると考え

られる。

問 6  ゼ百メー トル地帯                              .

等高繰に言 目すると,東酉線に沿つて標高 0盈 の等高線が東西 |こ 延びているこ軍百森げ)北 側 tこ ある水準点

と三角点げ)標 高がそれぞれ -2.4m,-2.61■ を示 と/て いる (西再函にも-2Tnを示す惇高点がある)こ と

から,東頭線♂)南側は標高 0■1以上の土地で,北側が標高 Om以下のゼロメー トナレ地帯である. ゼロメー

トル地梓が広がる理由は,高度経済成長期において,I業瀬こ大量の地下水などを淡み 上げたため,地盤|た 下

が激 しく起こ・ ,た かを)であるn

聞 7  淳や河
'IIに

面 した標高の低い土地であるため、集中衰雨 iこ `kる 漏水,吉量に伴 う高浦 。高波にィk

る浸水,地言に解う津渡による彼害が予想されるこ地下水雨が浅いことから,地露による液状化にくkる 校

害なども予想 され る.

醐 3  洪求ハず― ドマサ/デを用いて,浸水範囲)浸水深ュ浸水社続時習などの把握や避華場所や避華経

路 1か確認をすることにより,発生する水害の ,ス タや達柔行動に関する知識・理負〒を深めておくことw地

域の防災壽1練に参加 したり、口頃から非常用持ち出し品や傭蓄品の準備 iこ 取 り組んでお くぃ


